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6月より山口情報芸術センター［YCAM］で開催される
台湾を拠点とする許家維（シュウ・ジャウェイ）、張碩尹（チャン・ティントン）、鄭先 （チェン・シェンユゥ）による新作展は、
台湾と日本の歴史や関係性を砂糖産業を起点に紐解く展覧会。
同時に、YCAM開館20周年記念事業の目玉の一つとして
VR、バイオテクノロジーなどYCAMが20年間で培ってきた知見や技術を結集した展覧会になるという。
そんな壮大なスケールの展覧会について、現在制作準備を進めているキュレーターの吉﨑さんにお聞きした。

any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

令和 5年 4月1日発行
発行：公益財団法人山口市文化振興財団
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《浪のしたにも都のさぶらふぞ》の撮影風景
（場所：関門製糖）　photo: 白澤哲浩
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特集　許家維+張碩尹+鄭先
新作展「浪のしたにも都のさぶらふぞ」



晶播種》という映像インスタレーションを
台湾で制作、発表しました。その作品の上
映会とアーティストトークが2021年11月
に北九州の門司であったので、観に行き
ました。作品自体とてもおもしろく、さら
に日本統治時代の台湾における製糖業の
ことや砂糖が軍用燃料として研究開発さ
れていたことにも興味を持ちました。トー
クで日本編を作る計画を知り、その制作
に何らかの形で関わることができたらと
漠然と考えていたら、翌12月にホー・ツー
ニェン（2021年にYCAMで「ヴォイス・オ
ブ・ヴォイド─虚無の声」展を開催したシ
ンガポールのアーティスト）から「YCAM

とコンタクトをとりたがっているから紹介
するよ」と連絡があり、作家の一人である
許とつないでくれたんです。偶然にも彼
らもYCAMと一緒に作品を制作したいと
思ってくれていたようで、話を始めて日本
編を一緒に作ることになりました。

《等晶播種》展示風景（台湾現代文化実験場［C-LAB］、2021年）
photo: 劉 哲均

大日本製糖株式会社台湾支社虎尾製糖所の全景（撮影年不明）
国立台湾歴史博物館 OPEN DATA

北九州市門司・大里製糖所の全景（1907年）　提供： 鈴木商店記念館
虎尾の製糖所と同じく大日本製糖が運営していた。現・関門製糖。

photo: 谷 康弘

まずは今回新作を一緒に制作するアー

ティストの紹介をお願いします。

現在、許家維（シュウ・ジャウェイ）、張碩
尹（チャン・ティントン）、鄭先 （チェン・
シェンユゥ）という台湾の3人のアーティ
ストと新作を作っています。それぞれ台
湾で活躍しているアーティストですが、
今回はその3人が集まって一緒に作品を
制作しています。
許家維は国際的にも注目されているアー
ティストで、昨年開催された国際芸術祭
「あいち2022」をはじめとして日本でもた
びたび作品を発表しています。台湾の歴
史あるいは自身のルーツをアジアの他の
国々との関係史から辿るような映像作品
を作っていて、そこでは従来の歴史の語
りでは見過ごされてしまうような事象や
個人の記憶に光が当たります。
張碩尹は、インスタレーションや映像作
品、パフォーマンスなど幅広い表現活動
を行っています。消費社会が与える社会
的、生態的影響など社会政治的な主題を
扱い、人間とテクノ
ロジー、社会の

関係性について考察するような作品を
作っています。最近では、恋愛シミュレー
ションゲームを用いた没入型作品やイン
タラクティブな映像作品をインターネッ
ト上に発表しています。
鄭先 はアーティストとして活動しなが
ら、同時にソフトウェア開発者としても活
動していて、他のアーティストともよくコ
ラボレーションをして作品を作っていま
す。インスタレーションやパフォーマン

ス、バイオアート作品などを手掛けてい
て、人間の行動や感情、機械との関係性
に注目したとてもユーモラスな作品を
作っています。2021年に台湾の芸術賞「第
19回台新芸術賞」を張碩尹とともに受賞
し、今注目されているアーティストです。
3人とも1980年代生まれで年齢も近く、普
段からお互いの作品制作を手伝うことも
あるようです。ただ、3人が共同で一つの
作品を制作するのは、今回が初めてです。

どういう経緯でこの3人と一緒に作品を

制作することになったのでしょうか?

彼らは2021年に本作の第1章にあたる《等

台湾・虎尾と日本・門司の 
それぞれで作品をつくるという 
アイデアが生まれた

アーティストたちは作品を最初から2部

構成で考えていたのでしょうか?

そのアイデアは初期の段階からあったよ
うです。このプロジェクトのきっかけを

作ったのは張で、彼の故郷である「虎
こ

尾
び

」
という街に日本統治時代に作られ、今も
現役で稼働している製糖工場があって、
張がこの製糖工場から虎尾や台湾の歴
史を考える作品を作ろうと、許と鄭に声を
かけたことがはじまりです。彼らがリサー
チをしているなかで、虎尾の製糖工場を
作った大日本製糖が運営していた製糖工
場が日本の門司にもあり、今は関門製糖

として稼働していることを知り、虎尾と門
司のそれぞれで作品を作るアイデアが生
まれたと聞いています。

「砂糖」は今回の展覧会で重要な要素な

のですね。

日本は台湾の統治時代に近代化政策を
推し進め、その中で日本に砂糖を供給す
るために砂糖産業の発展に力を入れまし
た。台湾の虎尾にある製糖工場は、戦後、
運営する母体が大日本製糖ではなくなっ
た今でも稼働している現役の工場です。
作家たちにとって、製糖工場はある種の近
代化の象徴でもあると捉えています。台湾
で原料糖（粗糖）を作って日本に運んでい
く、その行き先の一つが門司港だったので
す。門司の工場で白い精製糖になり日本
各地に運ばれていきました。
戦争末期、東南アジアから石油が運べな
くなり、石油が手に入らなくなった日本は、
戦闘機を動かすための代用燃料を探さな
ければいけなくなります。そこで注目され
たのがサトウキビでした。サトウキビの汁
を原料とし、発酵、蒸留を経てアルコール

を作り、それをガソリンに代わる燃料とす
る研究が戦時中進められました。実戦で
使うまでは至らなかったようですが、その
製造施設が虎尾にもあったために、街へ
の空襲が激しかったそうです。
砂糖が甘みを生むだけではなく、戦争の
ための動力としてなり得たということ、この
砂糖の2つの側面が今回の展覧会のキー
にもなっています。

展覧会名になっている「浪のしたにも都

のさぶらふぞ」とは?

『平家物語』の中の一節を引用していま
す。今回日本編の舞台の一つである門司
港は、関門海峡に面する港町です。関門
海峡は、栄華を極めた平家がやがて衰亡
の一途をたどり、源義経率いる源氏の軍
勢に破れることになった壇ノ浦の合戦の
舞台でもあります。この時、二位殿（平時
子）はまだ8歳だった安徳天皇を抱いて
海に入水します。その際、二位殿が幼い
帝に言った言葉が、「浪のしたにも都のさ
ぶらふぞ（波の下にも都がございますよ）」
です。

吉﨑和彦　YOSHIZAKI Kazuhiko
1980年生まれ。2009年、東京都現代美術館に学芸員とし
て勤務。映像、写真、身体表現、音楽など様々なジャンル
の展覧会を担当する。17年10月よりYCAMのキュレーター

に着任。主に展覧会の企画を行う。

台湾編《等晶播種》のワンシーン。
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YCAMが培ってきた 
テクノロジーも活かしていく

展覧会はどのような構成になるのでしょ

うか?

展覧会では、《等晶播種》と、展覧会タイト
ルと同名で新作となる《浪のしたにも都の
さぶらふぞ》を発表します。《等晶播種》
は、砂糖の結晶を模したジグザグの形を
したスクリーンに映像が投影され、その
周りに砂糖や兵器にまつわるオブジェや
ロボットアームが配置され、映像とともに
動いたり、照明が変化するなど無人劇の
ような上演型インスタレーションでした。
今回の展覧会では、その映像を中心にし
たシンプルな展示になる予定です。本展
のメインとなる《浪のしたにも都のさぶら
ふぞ》は、空間を大きく使って、映像プロ
ジェクションとライブパフォーマンスから

なる上演型のインスタレーションになる
予定です。
《浪のしたにも都のさぶらふぞ》の映像で
は、文楽協会の人形遣いが操る文楽人形
や、三味線の演奏、太夫の浄瑠璃、そして
打楽器奏者による砂糖で作った楽器の
パーカッションが登場します。さらに会場

人
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い
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では、VRのヘッドマウントディスプレイ

を装着したパフォーマーがパフォーマン
スを行います。それ以外に、砂糖を発酵・
蒸留して作るアルコールを使って、それ
を動力に展示の何かを動かすアイデアも
検討しています。いままでYCAMが培っ
てきたバイオテクノロジーや映像技術、
最近のホー・ツーニェンの展覧会も含め
てVRの技術も活かしながら、新しい表現
を模索中です。
また、会期中は台湾の文化を紹介するイ
ベントも多数開催します。国際的にも注目

されている台湾のインディーズ音楽を紹
介するイベントのほかに台湾映画の上映
会やトークイベントなど、台湾の文化を
知ってもらい、さらに作品もより知っても
らえるような機会を作れるように準備を
進めています。

《浪のしたにも都のさぶらふぞ》で文楽人

形などが登場するのはなぜでしょう?

人形は《等晶播種》の映像の中にも登場
します。作中で、台湾の伝統的な人形劇
「布袋戯（ポテヒ）」により、日本の幕末を
舞台に、鞍馬天狗という孤高のヒーロー
が新選組の近藤勇と戦う、大

おさらぎ

佛次
じ

郎
ろう

原作
の『鞍馬天狗』が元になった演目が上演
されています。『鞍馬天狗』は台湾でも人
気を博し、皇民化教育の一環として布袋
戯でも上演されました。虎尾がある地域
は布袋戯が盛んで、その土地に住む人々
にとって馴染みのある人形劇の形式を用
いて、虎尾の歴史を語るということが試
みられています。

《浪のしたにも都のさぶらふぞ》では日本
の伝統的な人形劇である「人形浄瑠璃」
の形式を表現に取り入れていますが、本
作では具体的な演目を上演するというよ
りは、人形と人形遣いの「操る・操られる」
関係性により注目しています。
さらに、VRアニメーションでも人形が登
場し、それを「アバター」としてパフォー
マーが操ります。こうした「操る・操られ
る」関係性が、日本と台湾、仮想現実と現
実の関係性に重ね合わされ、誰が操り、

操られているかと見る者に問いかけるも
のになるでしょう。

アジアのアーティストの 
視点から、自分たちの歴史や 
現在のことを考える

制作過程で、吉﨑さんが発見したことは

ありますか?

あります。アーティスト3人の祖父母の世
代は日本の統治下で日本語を公用語（国
語）として教育を受けた世代ですが、アー
ティストやその親の世代は、中国語を公
用語として教育を受けています。また、台
湾語を話す人も多く、家庭の中では中国
語と台湾語が混ざって話されているとも
聞きます。このように世代によって話す言
語が違う、あるいは家庭内と外で話す言
語が違うと知ったとき、私が当然と考えて
いたことが揺るがされました。日本では、
地域によって方言はあるものの、基本的
には家庭の中であろうと公の場であろう
と同じ言語、日本語を話す。それが当然だ
と思っていたけれども、同世代の台湾の
彼らにとってはそれが自明のものではな
い。そのことを知ったときに、「国語」とは

許家維（シュウ・ジャウェイ）
HSU Chia-Wei
1983年台中生まれ。2000年代前半から、作
品の発表や展覧会の企画など精力的な活動
を展開。従来の歴史に内包されない人間・物
質・場所の関係性を繋いでいく。とりわけ、忘
れ去られ、なおざりにされてきた物語を通じ
て、台湾を含むアジア一帯の地理的、歴史的、
文化的繋がりを示す作品を発表している。

張碩尹（チャン・ティントン）　
CHANG Ting-Tong
1982年台北生まれ。科学や生物学などの知
識を元に絵画、パフォーマンス、映像作品を
制作し、人間、科学技術、社会の関係性につ
いて考察してきた。台湾の近代を個人史の視
点から俯瞰する作品まで、多様なアプローチ
で現代社会の側面を切り取るプロジェクトを
手がける。

鄭先 （チェン・シェンユゥ）　
CHENG Hsien-Yu
1984年高雄生まれ。ソフトウェア開発者、アー
ティスト。インスタレーションやパフォーマンス、

ソフトウェア、実験的なバイオアート作品を手
がける。人間の行動、感情、ソフトウェア、機械
の間の関係性に重きをおいた作品を通して、
社会と環境に対する独自の視点をユーモラス
に表現している。

◎長時間パワフルに語り続けられるお2人にとても元気づけられました。 （泉ピン子の「すぐ死ぬんだから」より）
◎『春と修羅』を読んでみようと思いました。 （テーマ展示「中也の本棚─日本文学篇」より）

◎それぞれの高いテクニックに裏打ちされたパフォーマンスだったと思います。 （「パフォーミングアーツ・セレクション」より）
◎自然を感じながらのアート体験で新鮮でした。 （坂本龍一「Forest Symphony」より）

許家維+張碩尹+鄭先
新作展

「浪のしたにも
   都のさぶらふぞ」
2023年6月3日（土）～9月3日（日）　
10:00～19:00
会場：山口情報芸術センター　スタジオA

［料金］無料

何なのだろう、「国」とは何なのかを考え
させられました。

2021年に招聘したホーの作品も、今回の
台湾の3人のアーティストたちによる作
品も、アジアのアーティストの視点から日
本の歴史を考えるという点で共通してい
ます。そのなかで感じるのは、彼らが歴史
を単なる過去のものではなく、現在や未
来を考えるために現在と不可分のものと
して見ようとしている。彼らの歴史に対す
る向き合い方やその視点から私たちが学
ぶことも多いと思いますし、改めて自分た
ちの歴史や現在のことを考えるきっかけ
にもなっていると思います。

提供： Hsu Chia Wei Studio photo: Choccat

photo: 山中慎太郎（Qsyum!）日本編《浪のしたにも都のさぶらふぞ》の制作風景。
文楽人形を操る人形遣いたち。門司の関門製糖工場内にて。

台湾編《等晶播種》の映像のワンシーン。台湾の伝統的な人形劇・布袋戯の上演と演奏、また現代音楽家によるパーカッション演奏も登場する。

【人形浄瑠璃（にんぎょうじょうるり）】　「浄瑠璃」とは、三味線の伴奏で「太夫（たゆう）」が物語を語る、日本の伝統的な芸能の一つ。15世紀中頃に生まれ、その後
広く流行した牛若丸と浄瑠璃姫の恋物語の主人公の名前にちなんで「浄瑠璃」と呼ばれるようになる。浄瑠璃に合わせて人形を操るのが「人形浄瑠璃」で、太夫、三
味線、人形遣いの「三業」が息を合わせて表現する総合芸術。

わかる！
キーワード
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◎こどもスタッフが色々な遊びを提案してくれて楽しかったようです。 （「コロガルあそびのひゃっかてん」より）
◎ヒトの方が理解するのが難しいのかもと思ったり、色んなことを考えました。 （「アンラーニン・グランゲージ」より）
◎「演劇も観られてこそのアート」、そんなことを考えながら今回を過ごしました。 （「わたしもアートがわからないvol.3」より）

◎私も良い年の取り方ができたらと思います。 （泉ピン子の「すぐ死ぬんだから」より）

◎表現する喜びに満ち溢れていて涙が出ました。 （「パフォーミングアーツ・セレクション」より）
◎季節ごとに雪舟庭を訪れていますが、今回はとても新鮮な体験になり印象深いです。 （坂本龍一「Forest Symphony」より）

◎刊行までの道筋がすごろく風にデザインされてとても分かりやすく、また楽しく見れました。 （テーマ展示「詩集『山羊の歌』」より）
◎3人の息もぴったりで心地よかったです。高いレベルにブラボー!  （「DYNAMIC賢者の音Ⅰ 辻本玲と仲間たち」より）

串田和美　KUSHIDA Kazuyoshi

1942年、東京生まれ。俳優・演出家。66年、劇団自由劇場（の
ちにオンシアター自由劇場と改名）を結成。85～96年、シアター
コクーン初代芸術監督。2003年～23年、まつもと市民芸術館
芸術監督に就任。歌舞伎、サーカス、現代劇を、劇空間ごとに
既成概念にとらわれない手法でつくりあげている。代表作に「上
海バンスキング」、コクーン歌舞伎「夏祭浪花鑑」など。

詩にたっぷりと浸る1日を、
今年も。

中原中也生誕祭の季節がやってきました。

春爛漫の山口で詩を味わうひとときを過ごし

ませんか? 詩の朗読を好んだ中也にちなん

で行われる「空の下の朗読会」。第1部では、

読みたい詩を自由に持ち寄って参加者が朗

読を披露します。第2部はゲストを招いてのコ

ンサート。今年はラッパーのG
ゴ メ ス

OMESSさん

が登場します。空の下の朗読会初となるラッ

プ音楽と詩のコラボレーションをお楽しみくだ

さい。夕方からは会場をかめ福オンプレイス

に移し、中也賞の贈呈式と記念講演も。記

念講演は萩原朔太郎の孫で、前橋文学館

館長の萩原朔美さんにお話いただきます。こ

ちらもあわせてお楽しみに。

串田和美（俳優・演出家）

僕にとっても実に幸せな時間だった。

昨年の5月20日、串田和美さんによる独り芝居「月夜のファウスト」が、クリエイティブ・スペース赤れ
んがの外庭で野外劇として上演されました。串田さんの幼少期の記憶や空想話、中世のファウスト博
士の世界を行きつ戻りつしながら進んでいく舞台に、集まった観客は魅了されました。そのときの興奮
と感動がいまもまざまざとよみがえってきます。

昨年5月から6月にかけて独り芝居『月夜の

ファウスト』を持って九州から北海道までの全

国ツアーをした。その三日目が山口のクリエイ

ティブ・スペース赤れんが外庭。つまり大きな

古い赤煉瓦の建物の壁面をバックに仮設舞

台を組み、テーブルと椅子を置いてそこで太鼓

を叩いたりハーモニカを吹いたりしながら、中

世の伝説の錬金術師ファウスト博士や、悪魔

メフィストフェレスや、戦後の紙芝居から飛び

出したスッテンコロ助の話を僕がひとりで演じ

た。開場は開演2時間前から! 明るい夕方に

はいくつかの飲食店が屋台を出し、地元の

歌手・上田剛志さんがアコーデオンを弾きな

がら、昭和歌謡を歌った。舞台の前の芝生

に集まってきた観客たちは、お弁当を食べ

たり、何か飲んだり楽しそうに話をしている。

僕が登場し芝居をしている間に陽が落ちて

ゆっくり照明が灯る。それは僕にとっても実

に幸せな時間だった。そのすぐ側を流れる小

さな川には、もう少し経つと蛍がたくさん飛び

交うのだそうだ。そうだ! 次はその川辺の蛍

の灯りの中で、また独り芝居をしたいなあ。

こよなく植物を愛し心血を注いで研究に没頭した牧野富太郎は、「雑草という名の草は無い」という言葉
を残しました。この本は雑草の魅力に気づく1冊で、著者である小林南水子が道端や空き地に生えてい
る草花を採り、水に挿し、写真に撮ってInstagramにアップした中から110点をセレクトして草花に関す
る話とともにまとめた本です。花屋さんのお花はもちろん素敵ですが、身近にはえている草花を、家にある
グラスや陶器に自由に気軽に挿してみると、お花のある暮らしができます。部屋に自然が加わるだけでも、
ストレスなどで凝り固まった疲れが少しだけ癒されます。自然に囲まれた山口、外に出かけるのに最適な季
節、散歩がてら雑草を見つけてみませんか？

田中栄子（山口市立中央図書館　職員）

『生け雑草』
小林南水子 著
2017年／柏書房株式会社

「食」をめぐる展覧会が開幕。
3月11日にオープンした展覧会「ザ・フレー

バー・オブ・パワー」。本展では、インドネシア

を拠点に食にまつわる活動を展開する8人

組のアーティスト集団“バクダパン・フード・ス

タディ・グループ”と、YCAMが共同で行った

リサーチの成果を発表中です。展示の中に

は、食糧危機の問題について疑似体験でき

る、バクダパン制作のカードゲーム「ハンガー・

テイルズ」の体験ブースもあります。展覧会を

とおして私たちにとって身近な「食」について

改めて捉え直してみませんか?

GOMESS（ラッパー）

独り芝居「月夜のファウスト」開催の様子　
photo：谷 康弘

【あらすじ】 “イタリアの最も美しい村”の丘の上にある小さな古書店を舞台に、「本」を通じて老人と少年が交流
する姿を描いたハートウォーミングな物語。ある日、店の外で本を眺める移民の少年エシエンに声をかけた店主の
リベロは、好奇心旺盛なエシエンに、コミックや児童文学、小説、専門書など、店の本を次々に貸し与えていく。
リベロが語る読書の素晴らしさに熱心に耳を傾けるエシエン。いつしか2人は友情で結ばれていく…。

 「丘の上の本屋さん」
（2021年／イタリア／84分／カラー）
［監督］クラウディオ・ロッシ・マッシミ

存在するから人が集まり、言葉が交わされま

す。以前、シニア層のお客様から、「退職後

にちょうどYCAMができて、本も映画も楽し

める場所があるから私は幸せ」とお声がけい

ただいたことを思い出しました。20周年の節

目に、人が集う場所、未来につながる場所に

ついて改めて考えさせてくれた作品です。

前原美織（YCAMシネマスタッフ）

今年の11月でYCAMは20周年を迎えます。

記念事業の一つとして、山口市内にあった

映画館の歴史について調べています。映画

に関する古い本や写真、フィルムなど、デジタ

ル化されていない現物を見つける楽しさを噛

みしめています。

今回ご紹介する作品は、「イタリアの最も美

しい村」の丘の上にある、小さな古書店が舞

台です。店主のリベロは移民の少年エシエン

に出会い、自ら選んだ本をエシエンに貸し出

し、交流が始まります。古書店には本を売る

人・買う人、隣のカフェの店員などが集い、本

を通じてコミュニケーションが生まれます。図

書館には本があり、映画館にはスクリーンが

2023年5月24日（水）～6月4日（日）
※上映開始時間等はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC
［料金］一般 1,300円
　　   any会員・25歳以下・特別割引 800円

©2021 ASSOCIAZIONE CULTURALE IMAGO, IMAGO FILM VIDEOPRODUZIONI

カードゲーム「ハンガー・テイルズ」の様子
（提供：バクダパン・フード・スタディ・グループ）

アーティストから聞いたこぼれ話、
映画や本の情報など、
旬のお便りを詰め込んで、
あなたのもとへお届けします。

シングル「ピカピカ」

1つの音符に幾多の歌詞を連ね、言葉の数に変
化を加えることで精密に流れるメロディに緩急がつ
き、緊張感と緩和が生まれる表現は、その後のボカ
ロ楽曲等に影響を与え、心地よいメロディ制作に
繋がっていった。［ピカピカ］のような繰り返しの擬
態語が歌詞の要所要所に散りばめられ、世界観を
生み出している。春を思わせるものを歌ったもので
はないが、この楽曲が発表されたのが1999年4月。
当時、春の景色を眺めながらこの曲を何度も聴い
ていて、その後、聴く度に桜が満開な風景を思い出
させてくれた1曲。

中上淳二（YCAM音響スタッフ）

川本真琴

「ピカピカ」

中原中也生誕祭「空の下の朗読会」
2023年4月29日（土・祝）
12:30～14:30 （朗読希望者は4／1より事前受付）

会場：中原中也記念館　前庭
          （雨天の場合、ホテルニュータナカ）
［ゲスト］GOMESS（ラッパー）
［料金］無料 （当日は、記念館の入館料も無料）

第28回中原中也賞贈呈式＆記念講演
2023年4月29日（土・祝）
15:30～16:10 贈呈式
16:50～17:50 記念講演  
「中也の風、朔太郎の白」（講師／萩原朔美）
会場：かめ福オンプレイス
［料金］無料

フィンランドのテキスタイルブランド“マリメッコ”の
伝説的デザイナーであるマイヤ・イソラ。彼女の
人生と創作の秘密に迫る映画が公開されました
（YCAMでは6月上映）。マイヤは40年にわたり
500を超える作品を残してきました。そのインスピ
レーションの源は、フォークアートや自然、そして数
えきれないほどの旅だったといいます。「最も想像
力がかき立てられるのは、自由である時。旅をして
いる時」と語るマイヤに寄り添うかのように、「マイ
ヤ・イソラと旅する手帖」と名付けられた本作のパ
ンフレット。文庫サイズなのは、いつでも旅のお供
にできるように。

『マイヤ・イソラ
旅から生まれるデザイン』

パンフレット
（2021年／フィンランド・ドイツ／監督：レーナ・キルペライネン）
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◎AIがウソをもっともらしく言うのが怖くもあり、おもしろかったです。 （「アンラーニング・ランゲージ」より）
◎奥深い音色にうっとりしました。 （「DYNAMIC賢者の音Ⅰ 辻本玲と仲間たち」より）

◎獅子舞いの動きが躍動感あふれていて感動しました。 （田楽座「楽まつり」より）
◎メルヘンの意味と中也独特の表現が書かれていて、おもしろかった。 （企画展「中也、この一篇─「一つのメルヘン」より）
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